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１．フィールドワーク実施内容
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■実施目的

沖縄戦の実相と教訓を次世代へ継承するため、沖縄戦の軍事的中枢施設であった第３２軍司令部壕の存在や
沖縄戦において同壕が果たした役割について、平和ガイド等によるフィールドワーク等を実施することにより、県民
特に壕の所在する地域住民の理解を深め、参加者から第１、第５坑口の保存、公開等に向けた意見を聴取する。

■令和５年度（２０２３年度）実施状況
【秋季開催】 ①令和５年１１月２３日（木・祝）、②２５日（土）、③２６日（日）
【冬季開催】 ④令和６年２月１０日（土）、⑤１１日（日）、⑥１２日（月・祝）

各日ともに１日に２回開催
［午前の部］ ９時００分～１２時００分 ［午後の部］ １３時３０分～１６時３０分

【延べ参加人数】 延べ１４３人 （各回１０名前後）

■参加者募集方法

第３２軍司令部壕が所在する地域住民に周知・啓発する目的があることから、地域住民、首里地区内の小中高
校、 大学等の生徒及び教師等を対象として募集

■実施の流れ・所要時間
事前説明 （映像視聴） ＠首里杜館 ３０分
フィールドワーク （戦争遺跡めぐり＋解説） ＠現地 １２０分
アンケート記入等 ＠民芸館広場 １５分

全体：約３時間

■見学ルート
①首里杜館⇒②第１坑口付近の掩蔽（えんぺい）壕⇒③通信所跡⇒④西のアザナ⇒
⑤通気口 （第５砲兵司令部壕）⇒⑥第５坑口⇒⑦民芸館広場⇒⑧首里杜館

１－１.フィールドワーク 概要
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１．フィールドワーク実施内容

１－２. フィールドワーク 見学ルート

移動ルート
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１．フィールドワーク実施内容

１－３. フィールドワーク 実施状況
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１．フィールドワーク実施内容

１－４. フィールドワーク 参加者内訳



２．参加者アンケート集計結果

２－１．アンケート内容
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２－２．フィールドワーク参加者数と年齢構成

令和５年度に実施した第３２軍司令部壕周辺フィールドワーク参加者は延べ１４３名であり、アン
ケート回答者は１４０名であった（用紙回答数=125名、WEB回答数=15名）。

年配者（６０代～８０代）の参加者が全体の４４％を占め、５０代を含めると６５％となる。若年層の
参加者に着目すると１０代が１３％となるが、これは首里高校生徒の参加である。２０代・３０代の参
加者はあわせて１０％である。

※フィールドワーク参加者に年配者が多いのは、周辺の地域の高齢者数や、ボランティアガイドの年
齢層が高いことに影響していると考えられる。

２．参加者アンケート集計結果

５０代以上の参加者は全体の
過半数（６５％）と多い。

１０代の参加者は１３％を占めるが、
首里高校生の参加によるものである。

２０代・３０代の参加者は
あわせて１０％と少ない。
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２－３．フィールドワークの満足度

フィールドワーク参加者の満足度は高く、参加者の概ね９５％が「満足」・「概ね満足」と回答してい
る。「満足」・「概ね満足」の回答理由として、主に以下が記述されている。

・壕の中の仕組みや壕の様子を映像で見られることができ理解が深まった。
・第32軍司令部壕の模型、実際の大きさの写真などイメージしやすくて、わかりやすかった。
・今まで間近で施設跡を見て来たが、間違った知識であったことが今回フィールドワークで理解した。

・とても有意義な内容だったため。パネルや模型により、地理的な情報などを事前に頭に入れてフィールドワークに
臨めたこともよかったです。フィールドワークの際も当時の写真を見せていただきながらの説明で、現在と過去を
見比べることで、沖縄戦への理解が深まりました。

・実際の壕の中の写真を実寸大にして見ることができて、説明を聞きながらより実際の状況などの理解が深められ
て良かった。

２．参加者アンケート集計結果

【出発前事前説明会】 【写真パネル展・模型展示】 【フィールドワーク全体】

回答選択肢 １.満足 ２.やや満足 ３.普通 ４.やや不満足 ５.不満足

満足

82%

やや満足

16%

普通

2%

n=131

満足

78%

やや満足

21%

普通

1%

n=131

満足

88%

やや満足

11%

普通

1%

n=130
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n=126

短かった, 3, 2%

やや短かった, 8, 7%

ちょうど良い, 84%

やや長かった, 8, 6%

長かった, 1, 1%

n=124

２－４．フィールドを歩く距離や時間に関する満足度

8

フィールドワークでは首里杜館から第５坑口まで、高低差約２０m、かつ、移動距離往復約１３００m
を約２時間かけて歩きながら、沖縄戦や戦争遺跡等の解説を行う。「所要時間」および「移動距離」と
もに参加者の約８５％は「ちょうど良い」と回答しているが、約１０％は「やや長かった」または「長かっ
た」と回答していることにも留意が必要である。

２．参加者アンケート集計結果

【移動距離】 【所要時間】

見学時間については、南風原病院壕は約45分、糸数アブチラガマは約60分、八重瀬ヌヌマチガマは約30分であるこ

とに対し、第３２軍フィールドワークは移動距離も所要時間も長い。壕を整備すると、さらに所要時間が長くなることが
見込まれ、運用方法は今後の課題となると考えられる。



第５坑口は急崖地に位置するため、通路の安全対策（階段・手摺等の設置）についての意見が多い。その一方で、
必要最小限の整備にとどめ、極力改変を加えず、現状のまま保存する方がよいとの意見もあった。民有地を通行
するため、オーバーツーリズム（環境負荷）を懸念する意見も寄せられた。

9

２．参加者アンケート集計結果

２－５．第５坑口周辺整備に関する自由意見 （上位５番目までの回答分類に着目）

■通路、階段、手すり等整備
• お年寄りや子供，身体障がいを持った方でも見れるように整備する。
• 高齢者には第5抗口まで下りて行けないので、足元の整備が必要だと感じた。
• 足を踏み外したら落ちてしまうところもあったので柵のような物をつけてほしい。
• お年寄りの方や子供たちでも行きやすいように階段と手すりがあったほうがいいと思いました。
• 出来るだけ安全な登り降り出来るように整備してもらいたい。

■現状維持、環境に配慮した整備
• 周囲の状況をできるだけ残してほしい。開発で逆に壊されていくのが惜しまれる。

• 当時の状況を思い起こせるような復元も行いつつ、現在の状況（ありのままの状況）を考慮し
た復元もしてほしい。

• 建物で囲うよりは自然のまま体験してほしい。

• 今ある雰囲気を壊さずに整備するのはとても困難だと思いました。しかし、公開する必要性は
充分にあると思いますのでいろいろな方々の意見をもとに何とか実現していただきたいです。

■近隣配慮
• 近隣住民への理解(観光地になることへの懸念)地元の若年層向けのフィールドワークができ

るプログラムができるのを期待しています。

• 近隣住民の騒音問題など。周辺は、住宅街となっているため、整備をする上での音などが気
がかりです

■平和教育活用
• 平和学習のための公開を早期に検討してほしい。
• 小中高校生が学べるようにしてほしいです。

■入壕による公開・整備
• 入れる範囲でいいので公開できる様に整備をすすめていただきたい。（入場ゲートを作って少

額の入場料をいただく形） VRとかを使ったら臨場感があるかもと思いました。（中に入れない
ので）壕の体験コーナーもあると良いです。

※一人につき複数ご意見いただいたものを再度カテゴライズしたため、
回答総数が回答者数より増えています。
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２．参加者アンケート集計結果

２－６．第１坑口周辺整備に関する自由意見 （上位５番目までの回答分類に着目）

第１坑口周辺には掩蔽（えんぺい）壕や通信所跡があり、第１坑口と混同されていることもあってか、案内板の整
備を求める意見が多いと思われる。坑口や坑道を当時の様子が残る形で整備してほしいとの意見も多かった。既
存の案内板の更新を求める意見も確認。

■案内板整備
• ここが入り口と勘違いする人が多いと言っていたので、分かりやすい看板のようなもの

を設置するのもいいなと思いました。
• 銃弾の跡などにマークをして（印をつけたりして）どのような様子なのか説明されてい

ると戦争について実感しやすくなると思う。
• ガイドさんがいなくてもイメージできる、図で説明があるといいかなと思います。
• 看板がなかったりしたので首里城を回るコースのように戦跡を回るコース表示がある

と分かりやすい。
• 今ある説明板の検証。えんぺい壕、通信所、第１坑口をわかるように説明板要。

■坑口・坑道整備
• できれば中に入れるように保存・整備し活用できることを期待します。
• できる限り、当時の様子が残る形で整備してほしい。その方が当時の皆さんの苦労が

わかる。
• 整備をしていく上で第一坑口周辺で起こった現状を深く見て知る事ができるのがいい

と思う。
• 司令部を含め全ての内部を見ることができるようにしてほしい

■説明・PR方法
• ただ第32軍の建築技術のすごさ説明に終わらないことが大切ではないかと考えます。
• 観光地のど真ん中であるため首里城や守礼門に目が行きがちだが、32軍壕の存在や

歴史についてもアピールしてほしい
• この華やかさと戦争の暗さのコントラストを表現してほしい。

■現状維持、環境に配慮した整備
• 薄暗さと木々の生い茂る感じは残しておいてほしい。
• そのままの状態で良いと思う。
• あまり整備しすぎても良くないのかもしれません。

■平和教育活用
• 首里城に来ることで琉球王国の歴史と沖縄戦、どちらも学ぶことができると言うことに

期待できる。
• 城内にあるので、観光で訪れた観光客の方にも平和教育の一環として利用できるよう

な展示にしてほしい。
※一人につき複数ご意見いただいたものを再度、分類分けしたため、回答

総数が回答者数より増えています。



３－１. シンポジウム 概要
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■実施概要

沖縄県は第３２軍司令部壕周辺の戦争遺跡を対象とし
た平和学習活動として、シンポジウムを実施している。

■令和６年度（２０２４年度）実施状況
令和６年１月２１日（日）
【第一部】１４：００～１５：３０
【第二部】１５：３０～１６：３０
【延べ参加人数】 延べ１０３人（定員１００人）

■講師
琉球歴史研究家 賀数 仁然
琉球新報客員編集員 藤原 健
一中学徒隊展示室解説員 大田 光

■会場
沖縄県立芸術大学首里当蔵キャンパス
大講義室（一般教育棟３階）

■参加者募集方法
シンポジウムチラシ及びHPより告知
QRコードまたは電話にて応募

■実施の流れ・所要時間
第一部 各登壇者の講話 １時間３０分
第二部 パネルディスカッション １時間

全体：約２時間３０分

３．シンポジウム実施内容



４．シンポジウム参加者アンケート集計結果

４－１．シンポジウム アンケート内容
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４－２．第３２軍司令部壕全体に関する自由意見 （一部抜粋）
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基本的には保存・公開の両面で整備を進めてほしいという意見が多い。首里城の「負の遺産」として保存、情報発
信すべきという意見が多い。全体としては、坑道内部を見学したいといった意見より、現状保存＋正確な情報や歴
史の発信といった趣旨の意見が主体である。 （アンケート回答率６６％）

■整備公開に関する意見
• わかりやすく、真実に基づいた整備を期待します。
• 早く整備してもらい、学生や一般の人たちの反戦につながる教育に役立

ててほしい。
• ３２軍の復元を希望します。第５壕口などが整備され、みんなが入れるよ

うにしてほしい。
• 首里城、地下と言う条件の中で、現在までほぼ手付かずで残された司令

部壕の教育的価値が本当に高いと思います。公開に向けた動きを期待
しています。

• ぜひ整備して具体的に伝える場所にしていただきたいと思います。

■首里城の負の側面として残してほしい
• 首里城正殿の復元という「陽の当たる」部分が注目されがちですが、負

の側面にも注目する必要があると考えます。
• 首里城を世界遺産としての首里城だけでなく、負の遺産（戦争）の部分に

もなった首里城も見せていく必要があると思いました。
• 負の遺産ではあるが、戦争体験者が少なくなっている中、この地に起き

た悲しい痛まい歴史を伝えるべきだと思います。
• 首里城の観光に、３２軍壕の悲しい歴史の真実を伝える使命あると思う。

首里城は世界平和を願っていた琉球国の心であったと思います。平和を
発信する城、首里城だからこそ、世界に発信することだと。

• ３２軍号司令部壕が、沖縄戦の悲劇を作った重要な場である。この負の
遺産をしっかり残す面も文化財指定を急ぐべきだ。

■案内板等整備
• すでに明らかになっていることでも、まだまだ案内板に書かれていないこ

とがあり、よほど興味を持ち、自ら学ばないと知り得ない情報が多い。
• ３２軍壕の案内板、内容、文章を正しく直してほしい。

■整備に関する意見
• なんのために残し、なんのために公開するのか、しっかり伝えてほしい。

４．シンポジウム参加者アンケート集計結果


